第２学年　学級活動（２）学習指導案
	授業テーマ
	朝食の役割を知り、バランスのよい朝食について話し合うことを通して、１日を元気にスタートするために自分ができることについて考えることができる授業


１　題材名　　　　たべもののはたらき（元気のもと朝ごはん）
　　　　　　　　　（エ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成）
２　題材について
本学級の子どもたちは、給食の時間を楽しみにしている児童が多く残食も少ない。しかし、児童によっては好き嫌いが激しく、野菜をほとんど口にしないという児童も見られる。朝食に関しては、６月のすこやか調べを見てみると、毎日朝食を食べてきている児童が１６名中１５名（９４％）とほとんどであった。しかし内容については、菓子パンのみやフルーツのみなど、偏ったものを食べてきている児童も少なくない。調査期間中に朝食に野菜を食べている児童は１１名（７３％）、汁物を食べている児童は７名（４７％）と多いとはいえないのが現状である。
　　朝食は、一日の活動の源であり、毎日の朝食をバランスよく食べることにより、体のリズムが整えられる。朝食を食べることで、体温が上がり脳に必要なエネルギーが補給され、元気に活動することができる。朝食が大切であるということは、子どもたちもそして家庭でも理解はしているが、毎日バランスのよい朝食をとろうという実践意欲にまではつながっていないのが現状である。そこで、どうしたら毎日バランスのよい朝食を食べることができるようになるかを具体的に考えさせることで、子どもたちから家庭への啓蒙を図り、学校と家庭とが連携をしながら、子どもたちの心も体も健康に過ごすことができるようにしていきたいと考え、本題材を設定した。
　　指導にあたっては、まず自分の朝食についてアンケートをとり、課題を明確にした上でめあてをつかませる。その際、なぜ朝食をバランスよく食べることができないのかについても考えさせることで、授業の終末の課題へとつなげていくことができるようにする。さぐる・みつける段階では、前段で栄養教諭からまず朝食の３つの役割について説明する。その後既習の３色の栄養の働きについて想起させる。後段では個人で元気になる朝食を、協働学習支援ツールを活用しながら選ぶ。次にグループでどの朝食がバランスがよいかについて考えを交流する。その際、給食の献立を例にバランスのよい朝食について紹介することにより、グループでの考えを深めることができるようにする。そして、決める段階では、学習したことを生かしながら、バランスのよい朝食を食べるために自分ができることを具体的に決め、すこやかカードに記入させる。そして、次の日から「すこやか調べ」に取り組むことを伝え、家庭での実践に結びつけていくことができるようにしていきたい。
３　評価規準
　○　朝食の役割について、理解している。　　　　　　　　　　　　　        （知識及び技能）
　○　朝食の役割について学んだことをもとに、自分の朝食について振り返り、気づいたことをもとに具体的なめあてを考え、意思決定して実践している。　　　　　（思考力・判断力・表現力）
○　主体的に考えたり発言したりすることを通して、自分の食生活を改善しようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（主体的に学習に取り組む態度）
４　活動計画
	事　前
	事前調査：朝食についてのアンケートを実施して実態を把握する。

	本　時
	学級活動：「たべもののはたらき（元気のもと朝ごはん）」

	事　後
	家庭との連携：「すこやか調べ」で５日間朝食摂取状況や内容について保護者と取組み、コメントを記入してもらう。


５　授業テーマに迫るための手立て
(1)　考えを共有し、よく考える場の設定
    協働学習支援ツールを活用し、まずは個人で、次にグループで考える場を設定することで、バランスのよい朝食はどのようなものかについて、考えを深めることができるようにする。
 (2)　視点を明確にした課題
　　バランスのよい朝食を食べるために自分ができることを終末で考えさせるために、事前のアンケートを活用し、個人の課題を明確にしながら授業に臨むことができるようにする。
６　本時のねらい
○　朝食の役割を知り、３つのはたらきがそろった朝ごはんを考えることができる。
〇　元気にすごせる朝ごはんを食べるためのめあてを立て、実践しようとしている。
７　板書計画











８　指導過程
	
	学習活動・内容
	形態(時間)
	○ 教師の支援　　※ 手立て　　評 価

	
	
	
	Ｔ１
	Ｔ２

	
	１　朝ごはん調べの結果を振り返り、課題をつかむ。
　①毎日食べる
②食べない日がある。
〈理由〉・寝坊した。
　　 ・おなかがすいていない。
　   ・嫌いなものがあった。
③普段食べる朝食のパターン
　・ごはんやパンのみ
　・ごはんやパンとおかず
　・ごはんやパンとおかず、汁物
２　本時のめあてを確認する。
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	全体(5)

	○　朝ごはん調べの結果を提示する。
〇　朝ごはんを欠食したり、食べていても内容が乏しかったりしていることに気付かせ、問題意識を持たせる。
※　朝ごはんを食べなかった理由についても調べておくことで、授業の終末の自己についての振り返りへとつなげることができるようにする。
	〇　朝ごはんの内容を黄・赤・緑の色で示す。
○　児童の様子を観察し、実態をとらえる。

	
	３　朝ごはんの役割について知る。
・脳が目覚める
・体が目覚める
・お腹が目覚める
４　元気のもとになる朝ごはんを考える。
　(1) 協働学習支援ツールを活用し、脳・体・お腹が目覚めるバランスのよい朝ごはんを選ぶ。
(2) グループで話し合って考える。
(3) グループごとに発表する。

	全体
(10)
個人
(5)
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
(10)
全体(5)

	〇　理解の難しい児童に補足説明する。
〇　協働学習支援ツール上にある食べ物から、脳・体・お腹が目覚めるバランスのよい朝ごはんを選ばせる。
※　個人の考えをもとに、意見を交流しながら、グループで１つの朝ごはんを決めるようにする。

	〇　朝ごはんを食べると脳・体（体温）・お腹が目覚めるという３つの役割について説明する。
〇　バランスのよい朝ごはんは、黄・赤・緑の食べ物がそろっていることを説明する。
〇　給食の献立を例に栄養バランスのよい朝ごはんを紹介する。
※　１年生の時に学習した３つの食べ物のはたらきを想起させたり、学校給食を活用した朝ごはんの写真を提示することで、バランスのよい朝ごはんをイメージしやすくする。


	
	５　本時のまとめをする。
(1) 　本時のまとめをし、元気にすごせる朝ごはんを食べるための自分のめあてを考える。

  　・早起きをする。
　　・夜、お菓子を食べ過ぎない。
　　・嫌いな物でも一口は食べる。
(2)  発表する。

	全体(10)
	※　今日の学習のまとめをし、元気にすごせる朝ごはんを食べるための具体的なめあてを考えさせる。
　　　
〇　すこやか調べに取り組むことを伝える。

	〇　発表内容へアドバイスをし、児童の実践意欲につなげる。



� eq \o\ac(○,め)��どんな朝ごはんにすれば元気にすごせるかな。





� eq \o\ac(○,ま)��（　　　　　　　）（な）


朝ごはんを食べると元気にすごせる。
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元気にすごせる朝ごはんを食べるためのめあて
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め　どんな朝ごはんにすれば元気にすごせるかな。





朝食の役割を知り、３つのはたらきがそろった朝ごはんを考え


ることができる。　　　　　　　　　　　　　（タブレット・話し合い・発表）
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朝ごはんを食べると元気にすごせる。





元気にすごせる朝ごはんを食べるためのめあてを立て、実践


しようとしている。　　　　　　　　　　　　（発表・すこやかカード）








